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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期第１四半期
連結累計期間

第31期第１四半期
連結累計期間

第30期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 4,217,264 4,852,316 18,403,638

経常利益 (千円) 201,647 240,312 1,257,026

親会社株主に帰属する四半

期(当期)純利益
(千円) 74,018 70,013 441,984

四半期包括利益

又は包括利益
(千円) 138,409 114,416 846,652

純資産額 (千円) 8,189,573 8,934,601 8,859,000

総資産額 (千円) 26,459,429 29,941,680 29,756,538

１株当たり四半期

(当期)純利益金額
(円) 2.86 2.71 17.08

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 23.0 21.4 21.6

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の政策動向、近隣諸国における地政学リスクはあるもの

の、個人消費や設備投資の持ち直しの動きが継続し、雇用・所得環境の改善が続くなど緩やかな回復基調で推移い

たしました。

このような状況のなか、当社グループは、中核事業であり海外市場をターゲットとしている中古車輸出事業、国

内で便利さにより持続的に伸長し続けるレンタカー事業、さらに南アフリカ共和国において海外自動車ディーラー

事業の３つの事業を行っており、安定的で収益力のある事業体の構築を目指しております。

その結果、当第1四半期連結累計期間における業績は、売上高4,852万円(前年同期比15.1％増)、営業利益271百

万円(前年同期比31.0％増)、経常利益240百万円(前年同期比19.2％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益70百

万円(前年同期比5.4％減)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　中古車輸出事業

中古車輸出業界においては、資源価格下落等による不況の影響で輸出先の景気と需要が低迷し、また外貨準備

高不足により海外送金が困難な状況が続いておりましたが、回復の兆しが見られ、当第1四半期連結累計期間に

おける業界全体の輸出台数は36.69万台(前年同期比0.7％増)となりました。

このような状況のなか、アジア地域においてはＢ２Ｂ取引先との関係強化により輸出台数は増加したものの、

メイン販売先であるアフリカ地域を含むその他の地域への輸出台数が依然低迷しており、当社グループの輸出台

数は1,203台(前年同期比1.3％増)となりました。

その結果、当第1四半期連結累計期間における業績は、売上高1,555百万円(前年同期比12.4％増)、営業利益32

百万円(前年同期比6.9％減)となりました。

②　レンタカー事業

レンタカー業界においては、レンタカー需要の高まりを受け事業者及び登録台数ともに年々増加し、市場規模

が拡大するとともに競争も激化しております。

このような状況のなか、当社グループは、当期において直営店の伊勢店（三重県)、ＦＣ店の大村店（長崎

県）を新規出店し、直営店及びＦＣ店の総店舗数は138店、総保有台数は16,017台(前年同期比4.4％増)となりま

した。さらに、レンタル終了車輌の販売台数は389台(前年同期比26.7％減)となり、新規出店等によるコストの

増加もありましたが、売上の増加や台当り粗利益の改善等により、営業利益は前年同期を上回りました。

その結果、当第1四半期連結累計期間における業績は、売上高2,431百万円(前年同期比11.6％増)、営業利益

256百万円(前年同期比45.3％増)となりました。

③　海外自動車ディーラー事業

南アフリカ共和国においては、大統領は交代したものの経済状況は依然として厳しく、それに伴い平成30年1-

6月期の新車販売台数は26.7万台(前年同期比0.8％減)となりました。

このような状況のなか、当社グループは、南アフリカ共和国でプジョー・シトロエンディーラー４店舗、スズ

キディーラー３店舗、フィアット・アルファロメオディーラー１店舗の計８店舗をを運営しており、新車販売台

数は合計210台(前年同期比5.0％増)、中古車販売台数は合計319台(前年同期比28.1％増)となり、前年同期と比

べて販売台数は増加しましたが、前年度における新規出店によるコスト増加もあり営業利益は一時的に低下して

おります。

その結果、当第1四半期連結累計期間における業績は、売上高924百万円(前年同期比26.9％増)、営業損失16百

万円(前年同期営業損失3百万円)となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5.7％増加し、17,007百万円となりました。これは現金及び預金が162

百万円、受取手形及び売掛金が32百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて5.4％減少し、12,934百万円となりました。これはリース資産(純額)

が578百万円減少したことなどによります。

その結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて0.6％増加し、29,941百万円となりました。

②　負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて3.5％増加し、17,338百万円となりました。これは短期借入金が300百

万円、リース債務が407百万円の増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて11.4％減少し、3,668百万円となりました。これはリース債務が438百

万円減少したことなどによります。

③　純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べて0.9％増加し、8,934百万円となりました

 

(3) 経営方針・経営戦略

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月９日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 28,150,000 28,150,000 東京証券取引所 市場第二部
単元株式数

100株

計 28,150,000 28,150,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 28,150,000 － 1,349,000 － 1,174,800

 

(5)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社トラスト(E02977)

四半期報告書

 5/17



(6)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①　【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　 2,273,100 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式　25,876,200 258,762 －

単元未満株式 普通株式　      700 － －

発行済株式総数 　　　　　28,150,000 － －

総株主の議決権 － 258,762 －

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権10個)含まれて

おります。

 

②　【自己株式等】

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有

株式数の割合(％)

株式会社トラスト
愛知県名古屋市中区

錦三丁目10番32号
2,273,100 － 2,273,100 8.07

計 － 2,273,100 － 2,273,100 8.07

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 978,835 1,141,010

受取手形及び売掛金 1,574,542 1,607,445

リース債権及びリース投資資産 10,978,834 11,577,439

商品及び製品 1,963,686 2,046,381

仕掛品 3,673 4,404

原材料及び貯蔵品 24,346 25,076

その他 570,996 611,620

貸倒引当金 △6,151 △5,778

流動資産合計 16,088,763 17,007,602

固定資産   

有形固定資産   

リース資産（純額） 6,084,858 5,506,256

土地 3,472,636 3,467,868

その他（純額） 3,208,327 3,060,046

有形固定資産合計 12,765,823 12,034,171

無形固定資産   

のれん 85,913 81,844

その他 59,889 60,614

無形固定資産合計 145,802 142,459

投資その他の資産   

その他 786,498 787,982

貸倒引当金 △30,350 △30,535

投資その他の資産合計 756,148 757,447

固定資産合計 13,667,774 12,934,078

資産合計 29,756,538 29,941,680

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 761,588 691,413

短期借入金 670,000 970,000

1年内返済予定の長期借入金 142,824 142,824

リース債務 13,906,536 14,314,059

未払法人税等 206,499 100,958

賞与引当金 86,412 46,924

その他 984,125 1,072,726

流動負債合計 16,757,987 17,338,906

固定負債   

長期借入金 395,909 360,203

リース債務 3,629,512 3,190,899

役員退職慰労引当金 7,334 7,635

資産除去債務 38,351 38,422

その他 68,443 71,011

固定負債合計 4,139,550 3,668,171

負債合計 20,897,537 21,007,078
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,349,000 1,349,000

資本剰余金 1,174,800 1,174,800

利益剰余金 4,521,135 4,552,333

自己株式 △618,209 △618,209

株主資本合計 6,426,726 6,457,924

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 15,253 15,214

為替換算調整勘定 △24,226 △57,795

その他の包括利益累計額合計 △8,972 △42,580

非支配株主持分 2,441,246 2,519,257

純資産合計 8,859,000 8,934,601

負債純資産合計 29,756,538 29,941,680
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 4,217,264 4,852,316

売上原価 3,158,598 3,654,541

売上総利益 1,058,666 1,197,774

販売費及び一般管理費 851,299 926,129

営業利益 207,366 271,644

営業外収益   

受取利息 3,237 2,588

受取配当金 2,905 1,022

為替差益 1,096 －

受取補償金 9,596 3,710

その他 3,003 3,004

営業外収益合計 19,840 10,325

営業外費用   

支払利息 25,399 26,031

為替差損 － 15,391

その他 160 233

営業外費用合計 25,559 41,657

経常利益 201,647 240,312

特別損失   

固定資産除却損 0 －

特別損失合計 0 －

税金等調整前四半期純利益 201,647 240,312

法人税、住民税及び事業税 55,250 97,620

法人税等調整額 17,712 △5,345

法人税等合計 72,963 92,274

四半期純利益 128,683 148,037

非支配株主に帰属する四半期純利益 54,664 78,024

親会社株主に帰属する四半期純利益 74,018 70,013
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 128,683 148,037

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,071 △52

為替換算調整勘定 11,797 △33,569

その他の包括利益合計 9,726 △33,621

四半期包括利益 138,409 114,416

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 83,592 36,405

非支配株主に係る四半期包括利益 54,817 78,010
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【注記事項】

(追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

減価償却費 791,634千円 908,961千円

のれんの償却額 1,672 1,680

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月10日

取締役会
普通株式 38,815 1.5 平成29年３月31日 平成29年６月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月10日

取締役会
普通株式 38,815 1.5 平成30年３月31日 平成30年６月６日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自平成29年４月１日　至平成29年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 中古車輸出
事業

レンタカー
事業

海外自動車
ディーラー

事業

売上高       

外部顧客への売上高 1,379,149 2,109,684 728,430 4,217,264 － 4,217,264

セグメント間の
内部売上高又は振替高

3,909 69,483 － 73,392 △73,392 －

計 1,383,058 2,179,168 728,430 4,290,657 △73,392 4,217,264

セグメント利益又は損失（△） 35,183 176,530 △3,422 208,291 △925 207,366

(注)　１　セグメント利益の調整額△925千円には、のれん償却額△1,672千円、棚卸資産の調整額37千円、セグメン

ト間取引消去600千円、その他109千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自平成30年４月１日　至平成30年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 中古車輸出
事業

レンタカー
事業

海外自動車
ディーラー

事業

売上高       

外部顧客への売上高 1,546,588 2,381,536 924,190 4,852,316 － 4,852,316

セグメント間の
内部売上高又は振替高

8,635 50,388 － 59,023 △59,023 －

計 1,555,224 2,431,925 924,190 4,911,340 △59,023 4,852,316

セグメント利益又は損失（△） 32,771 256,573 △16,599 272,746 △1,101 271,644

(注)　１　セグメント利益の調整額△1,101千円には、のれん償却額△1,680千円、棚卸資産の調整額531千円、その

他48千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2円86銭 2円71銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 74,018 70,013

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額(千円)
74,018 70,013

普通株式の期中平均株式数(株) 25,876,900 25,876,900

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成30年５月10日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 38,815千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　 　　1円50銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成30年６月６日

(注)　平成30年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成30年８月９日

株式会社トラスト

取締役会　御中

 

監査法人東海会計社

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 後　　藤　　久　　貴　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大　　国　　光　　大　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社トラストの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１
日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期
連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トラスト及び連結子会社
の平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

 以　上
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社トラスト(E02977)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

